
みなさんの創造力と行動力には、本当に感心させられます。冒頭のレクリエーションでは、全力で楽しみ、

わくわくを爆発させているみなさんの姿に、私も嬉しくてたまらなくなりました。わずかの休憩時間なのに

待たずに勝手に大相撲大会を始めてしまう３年生。でもそこが３年生らしいのですよね。１、２年生も、そん

な楽しんでくれている３年生をみて、とても嬉しかったことでしょう。３年間を振り返ろうクイズやスライ

ドショーは、嬉しくもあり、懐かしくもあり。きっと３年生にとって、素敵な時間となったのでは。 

あと数日で卒業式。小合中への様々な想いを、最後となる式の場で表現してくれることを願っています。 

これらを企画、準備し当日を見事に運営してみせた新生徒会執行部のみなさん、本当によく頑張りました。

そして、創造性と行動力を高めましたね。生徒会室で熱心に準備する執行部の姿を頼もしく感じていました。

３年生は、そんな後輩の努力を感じ、頼もしく思うからこそ、最高に楽しみ、盛り上げてくれたのですよね。

お疲れさまでした。一点、ぜひともさらに成長してほしいのは、見通し力です。当日、５０分の予定がなんと

９０分もかけてしまいましたね。失敗は、活かせば成功に繋がるのです、日常に、次の機会に繋げましょう。 

 送迎に来て下さった保護者の皆様、祖父母の皆様、下校時刻が急に変更となりましたこと、大変、申し訳ご

ざいませんでした。生徒と協働しながら、改善を図ります。今後もご理解とご協力をお願いいたします。             

（校長・永井 歓）  
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小合中ホームページ 

｢全力で楽しみ､わくわく溢れる生徒｣ ｢仲間や地域を尊重し､助け合い高め合う生徒｣ ｢積極的に創造する生徒｣ 

新潟市立小合中学校 429号  2026年 2月 26日 

新生徒会執行部の企画を全力で楽しむ３年生 

休憩中も勝手に盛り上げる３年生 よく練られた３年生クイズ 

執行部作成ムービーは大盛り上がり 企画と進行に尽力した執行部 

新生徒会企画『三年生を送る会』 
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 どうしてここまで出来るのでしょうか。これが３年生から後輩への返礼です。もてなしと、わくわくの心。

一人一人の充実した表情が本当に素敵で。感動しました。 …おや？ 大人が一人、紛れ込んでいますかね？ 

 下は、ある週末の様子。この会場には、チーム名として「小合中」の名が 

掲げられていました。公式大会で「小合中」が表示されるのは、この大会が最後となりました。 

３月４日（水）の活動をもって、小合中での部活動を終了します。 

そして、３月９日（月）の放課後から、新たな取組である『放課後自主活動（ジカツ）』を開始します。放

課後の限られた時間で、校地校舎内にて、自由な活動を展開します。もちろん下校するのも自由。大切なのは

これをやりたい！という自分の意志です。意志を明確に抱き、活動に臨んでください。 

【オリ】３/９(月)13:10～14:10 【 ① 】３/12(木)13:10～14:10 

【 ② 】３/17(火)13:10～14:10 【 ③ 】３/18(水)13:30～14:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それだけで終わらせないのが、三年生！ 

部活動終了、ジカツへ 



2026年 2月 26日                小合中だより 429号                              p.3 

 
２月１５日（日）小合地域懇談会にて、祭デザイナーの提言より（抜粋） 

僕たちは祭デザイナーです。地域の皆さんを笑顔でいっぱいにしたい！と強く願うデザイナーです。 

これまでのデザイナー活動について紹介します。小合中では、やりたい！を実現させる取組をしています。

最初は古紙回収デザイナーでした。…略…様々なアイデアが検討され、最終的に数十万円をかけて体育館の床

面が修繕されました。続いて、体育祭わくわくデザイナー。小合中生と地域に溢れる笑顔を届けたい！と、体

育祭を盛り上げるタオルが作られました。一枚一枚にみんなの想いが書き込まれ、とても素敵なグッズとなり

ました。続いて、秋葉デザイナー。小合の伝統を受け継ぎたい、そのために SNS に動画を残したい、小合の祭

をさらに活性化させたい、と提言しました。そして、小合デザイナーです。気付いたのは、目的をみんなで共

有した方が一人一人の成長が大きくなる、ということ。だから、小合中の生徒が目指す生徒像をみんなで共有

しよう。さらには、小合地域が目指す人間像を、僕たちが中心となって、もう一度、明確にしたい。さらに、

どうしたらその姿を達成できるのか、手だてを考えました。 …略… 

主な手だての決定を受けて、令和８年８月１日(土)の午後、小合中を会場に祭を開催することとしました。

大きな祭を行うことは、奉仕活動にも繋がるでしょう。さて、祭を開催する目的をもう一度、確認します。も

ちろん、小合地域の教育が目指す人間像がゴールです。これに祭がどのようにかかわるのでしょうか。今、僕

たちがこの場で発表していること、そして、この後、みなさんと協議することは、すべてよりよい祭にしたい

からですし、挑戦していることなんだと思います。だから、三つ目の｢熱意をもって挑戦｣は、達成されます。

また祭は伝統です。人と人とが想いを繋ぎます。だから二つ目の｢伝統と絆で繋がる｣も達成されるでしょう。

では、一つ目の｢感性豊か｣と｢祭｣は、どう関わるのでしょうか。｢感性｣を調べてみました。物事を心で感じ取

り、深く理解したり、そこから自分なりの価値や意味を見出したりすること。言い換えると、感じ、受けとめ

意味を見出す力、となります。｢こあいまつり｣の準備から当日までの全ての活動を通して、何かを見いだせた

らいいなと思いました。何かって、きっと｢小合に住む人たちのよさ｣だよな、と思いました。 

そんなよさが、たくさん発揮され、たくさん見いだせたらいいな、と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祭デザイナーの挑戦 ～小合地域懇談会での提言～ 
小合地域懇談会：２月１５日（日）小合コミセンにて 



 前頁のとおり、令和８年８月１日（土）の午後、「こあいまつり」を大々的に開催させていただきます。中

心となるのは、小合中の有志生徒からなる「祭デザイナー」です。園児から児童、学生、大人、ご老人まで、

小合にかかわるすべての年代の方々が集い、地域をあげて、小合のよさをさらに発揮し、さらに見い出せる。

祭デザイナーは、そんな祭の達成を強く願っています。祭デザイナーの取組にご声援をお願いいたします。 

ぜひ祭デザイナーと一緒に、祭を実際に企画し、準備してくだいませんか。祭プロジェクト会議は

全４回、予定しています。すべて参加できなくても大丈夫です。参加希望の方は、小合中まで。 

＜祭プロジェクト会議＞ 

 【第０回】３月１７日（火）13:00 から約１時間（会場：小合中）… 第０回は準備会です 

 【第１回】５月１３日（水）16:00 頃から約１時間 

 【第２回】６月 ８日（月）16:00 頃から約１時間 

 【第３回】７月 ３日（金）16:00 頃から約１時間 

＜祭デザイナー＞ 

代表 ●● ●● さん   副代表 ●● ●● さん ●● ●● さん 

  メンバー ●● ●● さん ●● ●● さん ●● ●● さん ●● ●● さん 

       ●● ●● さん ●● ●● さん ●● ●● さん ●● ●● さん  計 11 名 

 
２月１５日（日）小合地域懇談会にて、提言し協議する祭デザイナーの姿 
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子どもたちの挑戦が、小合の未来をつくります。その未来を、地域のみなさんと一緒に、 

わくわくデザインしていきませんか。 
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小合中の応援団を紹介♪ 

小合未来ビジョンプロジェクト リーダー 大竹 悦子  

「こあいミラビ」をご存じですか。 
 

子どもたちが安心して挑戦できる居場所づくりをテーマに、小合

の未来をわくわくデザインしているチームです。私たちは小合中の

応援団として、生徒のみなさんの挑戦を、全力で応援しています。 
 
今、小合中生が本気で取り組んでいる「こあいまつり」。その成功

に向けた懇談会は、とても大切な時間でした。 
 
頑張っている小合中生のみなさんに、応援している地域の大人が

いることを伝えたい。日々、ご指導くださっている先生方に、心か

ら感謝を伝えたい。そして、地域のみなさんに「こあいまつり」を

知っていただき、ぜひ力を貸していただきたい。 

祭プロジェクト会議にご参加ください 

※ 第１～３回の時間や会場の詳細は 

 参加の方に、後日、お伝えします。 

祭プロジェクト会議を始動！ 

 
秋葉区 長崎区長も 

参加してくれました 


